
親子テストの作成方法

実際の運用方法と異なる場合がございます。

この資料は補助的なものとして、詳細は取扱説明書をご参照ください。



2 | Focus where it matters.

親子関係のテストを作成すると

親子関係があるテストを作成することで、

親テストを実行するとまとめて複数のテスト（子テスト）を実行できます。

複数のテスト項目をまとめて実行できます。
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3 | Focus where it matters.

親子テストの作成方法
①子供のテストを必要な数それぞれ作成します。

詳細は「XML Test Creation Guide」を参照ください。

下のxmlファイルはサンプルです。

サンプルのxmlご所望の場合は弊社担当者にご相談ください。



4 | Focus where it matters.

②作成した子テストをAQUAに取り込みます。

＊詳細は取り扱い説明書または【AQUA Tips】 XML File アップロード方法

資料をご参照ください。

＊後ほど親テスト作成時に自動で子テストのTest instanceは作成されます。



5 | Focus where it matters.

③親テストを作成します。

詳細は「XML Test Creation Guide」を

参照ください。

右図のxmlファイルはサンプルです。

サンプルのxmlご所望の場合は

弊社担当者にご相談ください。



6 | Focus where it matters.

＊補足

<metaData>の中に<multirun>を入れます。

その中に子供テストの項目を入れます。

上記を実施することで、親テストに子テストが紐づきます。



7 | Focus where it matters.

④作成した親テストをAQUAに取り込みます。

＊詳細は取り扱い説明書または【AQUA Tips】 XML File アップロード方法

資料をご参照ください。

⑤ Test instanceを作成します。

親テストのTest instanceを作成すると自動で子テストのTest instanceも作成されます。



Thank you


